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多摩区OR大学連携協議会情報誌
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河藤ゼミではQOQR年度、多摩区の

商店街の活性化方策を基本テーマと

し、Q年生 PV名がSつの研究グループ

に分かれ、商店街独自の取組み、観光 。

文化 。自然など地域資源の有効活用、

商店街相互や地域諸団体との連携方策
の可能性などについて考察しました。

そのため、地域資源調査、各商店街
およびまちづくりや地域経済活性化に

取り組むmon法人を対象として、アン

ケー ト調査とヒアリング調査を実施し

ました。そして各研究グループが、そ

の成果を踏まえ、独自の論文の作成に

取り組み、商業者や地域諸団体、市民
の皆さま、川崎市役所への報告を行い

ました。

「かわさきそナぎちワイン」hマ よる
多摩区の新たなナt k域 ブランド

創出事業
「かわさきそだちワイン」による多摩

区のための新たな地域ブランド創出に

向け、地域ワイナリーの先行事例調査
を行いました。多摩区エコフェスタで

は「多摩区のみんなでワインをつくる」
目標に向け、ワイン用葡萄の苗木と葡

萄の育て方のフライヤーを来場者に配

布しました。また、「かわさきそだちワ
イン特区」を唯一活用している岡上の

蔵邸ワイナリーのイベントでは、ワイ
ン染めの紐で作成したパネルにワイン

の豆知識や見学したワイナリーを展示
し、ワインを楽しむ空間をデザインし
ました。
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明治大学 日本女子大学
QOQR年度の春、本学社会連携教育

センターの呼びかけで有志の学生たち

を募 り、西生田キャンパス内の森 G 水

田記念公園H を プロ 。ナチュラリス ト

の佐々木洋隊長と歩こうというイベン

トを企画しました。

複数の学部・学科から学部生および

大学院生が PP名集まり、X～ PO月 にか

けてR回ほど生田の森を歩き様々な生

き物と接しました。

このうちR回 目は、多摩区在住で親

子参加できる方々にもお越 しいただ

き、佐々木隊長から教えてもらったこ

とを今度は学生たちが子どもたちに

伝えるという役割を務め、私たちに

とっても貴重な機会を持つことができ

ました。
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専修大学
混声合唱団カッパコーラス部

日本女子大学
マンドリングラブ
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Ｌ〃麟督大学と地域の交流促進を目的として

R大学の学生が出演する
毎年恒例の合同コンサート

令和T年 PP月 PP日 G 土 H 、 多摩市民館大ホールにおいて第PX回目を迎える多摩区R大学コンサートを開催しました。
専修大学・混声合唱団カッパコーラス部による美しいハーモニー、日本女子大学・マンドリンクラブによる優しく情

熱的な音の重なり、トリには明治大学ヽ̀N i ‹d?n–ǀ⁄¡st –\Gウ インドオーケストラH に よる迫力のオーケストラをお楽しみ
いただきました。幕間には、R大学と多摩区に関するR択クイズが行われ、すべて正答した方にはR大学と多摩区に関
連したグッズが贈られました。

明治大学
Ⅳヽi ‹d?bH –b⁄¡rt –\tウ インドオーケストラH
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「
明治大学uui ‹d?n–ǀ⁄¡st –\
です。私たちは毎年 W月の吹
奏楽コンクールとPQ月の定
期演奏会に向けて、日々練習
に取り組んでいます。創設か
らQO年 目を迎える今年も、地
域の皆様に楽 しんで頂ける
演奏を心がけて参ります。

明治大学

ngs口qh ‐ 日|

生田キヤンパスで開催
の学園祭 G 鳳祭H が、QOQR年度よ

り飲食提供が解禁となりました。
各団体による企画や出店など大いに
賑わいます G QOQS年度開催予定…
PP月 P日 ～ R日 H 。

生田緑地は植物種の多さでは全国 トップ
クラス。その維持には、外部からの生き物を
「持ち込まない。持ちヒさないこと」が大事。
そのための歌の振付を、日本女子大学の学生
がサークル活動でのダンス経験を生
かして作成しました |

日本ヤ手大学
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R大学をはじめとする大学生が多摩区を知り、学び、参P□ する連続プログラム –たまなび」を昨年X月から進め、

地域活動を体験しました。集大成として、PQ月 R日 G 日 H に ‹̀¤¡–フ ロンタウン生田で「冬まつり」を開催し、地域
の人が楽しく交流できるイベントの企画・運営を行いました。

プログラム開催に当たり、多摩区ソーシャルデザインセンター G 多摩rcbH ※ が主催、開催支援するイベントや
打ち合わせに参加することで、充実した地域活動を体験できました。

※多摩区ソーシャルデザインセンターG 多摩rdこ H i 多摩区役所 P階に事務所があり、地域の人・団体同士の
つながりづくりや地域を盛り上げるため、ス三i t受付やイベントの開催。開催支援を行つています。
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地域の人に楽しんで
もらえるイベントに
なるよう一生懸命考
えました。

松ぽつくりでクリス
マスツリー作りや、
ボウリング、魚釣リ
など子どもが楽しめ
る企画を考えました。

フランクフル トや
わたあめなども自
分たちで味付けや
価格を考ました。
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他にも区民祭などの
地域のイベン トや、
子ども食堂にも参加 Y
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[国際交流センターより G 公開講座情報H ]
専修大学国際交流センターでは、国際交流協定校等との学生交流及び教員の受入れなど、様々なプログラム

を展開しています。QOQS年度は、イギリス、ラオス、ニュージーランドから海外客員教授を招聘し、全編英語の公

開講座を実施します。海外の大学教授の講義を聴くことができるため、大変好評です。参カロ費無料、P回完結型

の講義です。開催日時など詳しくは、公式ⅥN¡bサイトにてお知らせいたします。

[発達心理学研究室より G 子 ども調査イベントH ]
当研究室では、お子さまを対象とした心理学の調査イベントやご自宅で回答いただくアンケート調査を実施

しています。昨年はR～PO歳児さん、約POO名 にご協力いただきました。QOQS年 も引き続き、調査を実施する予

定です。調査やイベントの詳細は、goG pqコードからアクセス可能H や区役所等で配布するチラシにてご確認く

ださいP皆様のご参加をお待ちしております。
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国際交流センター

発達心理学研究室

明治大学
明治大学生田キヤンパス内の明治大学平和教育登戸研究所資料館ではK 現在K 第 PS回企画

展「日本が戦争になつたとき?―軍拡の時代と秘密戦一」を開催中です G T月 QT日 G 土 H までH 。

PXRフ 年に日中戦争が本格化する前K 日本はどのように軍備拡張をしていつたのかK そ の実態

を詳らかにします。ウクライナやパレスチナでの戦争が続いている現代に生きる我々にとつ

てもK 日本が戦争に突き進んだ過去を知ることで今の世界を考えるヒントになれば幸いです。

これを機会に皆様是非ご来館ください。またK ご自宅に居

ながらにしてこの展示をオンラインでもご覧いただけま

す。関連イベント情報などK 詳 しくはpqコ ードより資料

館goをご覧ください。
オンライン開催閲覧 登戸資料館go
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『子育てサイエンス Oカ フエ」
日本女子大学では、創立PQO周年にあたるQOQP年

に、総合大学としての学際性を生かして「子育て× サ

発行 Y 多摩区。R大学連携協議会
G 事務局H 多摩区役所まちづくり推進部企画課

イエンス」をキーワードに、社会連携教育センター内???̃
に「i v∪子育てサイエンス・ラボ」を立ち上げました。??? 爾懸繭鶴
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子育てに関する「学術研究」「支援」「地域交流 。情報発信」といった活動を展開しており、その成果を地域

や社会に向けて迅速に発信 。還元することを目指しています。

こうした活動理念を背景にしまして、子育てに関連した研究を行う教員が、自身の活動や知見を学内外に

発信・交流する場として、参加費無料 。オンラインによる「子育てサイエンス・カフェ」を原則隔月に開催し

ております。毎回バラエティに富んだ講演となりますので是非ご参加ください。
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※たまtびm¡•sの過去号i Rdgoで F ご・覧PPただけます。]
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専修大学 公開講座情報 他
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アンケートのお願い??????????X騒曖ロ
ホロのR濤 | こ つt F て 皆様のご量見 ご感信を鋼 かなください。
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